
一般社団法人 大阪府眼科医会
高齢者対策部

「ロービジョン連携手帳」は、ロービジョンとしての診断を受けられた患者さんが、ロービジョン

ケアの導入初期において、医療機関やその他の専門医療機関でのロービジョンケアや視覚障害リハ

ビリテーションをはじめとする個々のニーズに応じたサービスを受ける上で、ケアに必要な情報を

複数の専門機関で共有することにより、確実かつ迅速な多分野連携が促進されることを意図して作成

されました。ロービジョン学会が作成した手帳ですが、今回、大阪あいねっと関連機関でも運用を

開始することになりました。

　患者さんが本手帳を持参されて来院された際には、手帳5～6ページの「医学的情報のページ」に

記入をお願いします。手帳の内容につきましては、次ページ以降を参照ください。

　なお、記載のコストにつきましては、文書料または診療情報提供書料を算定することはできない

前提でご協力をお願いします。ただし、当該特掲診療科の届出を行っている保険医療機関において

ロービジョン検査判断料を算定する根拠とすることは可能と思われます。

また、医療機関に手帳を置いていただくことも可能です。例えば、大阪あいねっとのリーフレット

と一緒に本手帳を患者さんに渡していただければ、ロービジョンケアをスムーズに行えると思います。

手帳の提供方法につきましては、現在検討中ですが、詳細が決まり次第、会報等でアナウンスさせて

いただきます。

（表紙 A５サイズの冊子です。）

ロービジョン連携手帳への記載にご協力お願いします







【医療機関記入欄】














